



A Study on the Life Act and Living Space 
The Case of Kawazura， Former Shinjyo-cho， Moriyama City， Shiga Pref. 
First Research (Before the Collective R巴mov巴)



















































































































































































































































































ア 幸佳 自緒4乙し、 v 
る 持
アご
l十 ビ 言主 て亡
}緒にいるだけ 5，6 5，6 5，6 3，7 
ア レ ピ 9，31.1 16，7 7，4 
雑 談 7，4 3，7 
目的を持って 3，7 
表5食事室の形態と l段式の現状・希望の比較(必〉
!~夫 DK D LK Eちもでも時Ei式座 式f$' 座式 惨式 座式
椅子式 1.9 1.9 1.9 
D 
座式 24，1 1.9 13，0 5，6 3，7 1.9 13，0 7，4 
1奇子式 1.9 1.9 
k位式 1.9 1.日 1.9 3，7 
表日 家族内交流時間への希望とすとし万の現状(%)
30分以内 31-60分 6H20iI 121-180分181-240封241分以上
時 c 0)まま 18.5 38.9 7.4 7.4 1.9 1.9 一亡よし 1
間
へ 多すぎる。コ
望希 少なすぎる 7.4 1.9 1.9 3.7 
i問寺
雑談 5.6 7.4 
と テレピ 14，8 22.2 5.6 7.4 1.9 3.7 
す
ζ: キる白 }こ Ti l 
し いだ{j 5.6 11.1 7.4 3目7
方 目的を 3.7 j寺って
居室空間とその生活行為に関する研究
表7 家族形態と生活行為の関係
自分の室の必要と感じる時 親子の寝室分離について 家族内父流の 重要な話し合いの現状必要性について
!葱 勉 し、 そ 無 年 3 中 分 そ 無 手{ド 必 Bリ無 よ ま 草Z 当
人 強 イコ Zーロ〉才 学 学 離 』乙 く あ 。〉
じ !C 
れこ




と な ち 話 く 'Li、の 回 関 つ 入 入 必 の 回 l乙 ら 回 。コ寝 は し 話 J、な 係 Tこ
離学分 学離分 要な
な で し カま 者る 趣 な な
ら 必 も J仁31h 
メr会マ入 決
離う士 よ めL、時 味 く 他 空口主 し {也 空日主 要 L、し、 主に主コ 7 つ る が
519 21 12 215 518 24 11 110 5144 214 4127 18 712 
家 核家族 7111 311 1 113 111 
族 世代家族139318 13 11 113 416 17 9 
Jf:三 傍系家族 711 4 111 111 411 
責也E、 その他'不明 l 1 
20才以下 2 2 l 
年 21 ~ 30才 15 213 413 211 214 613 
31 ~ 40才 10 1 612 111 215 1 
41 ~ 50才 14 115 512 112 813 
iーロ〉、 51 ~ 60才 12 111 613 l 214 411 
61才以上 1 1 
農業料形館計
専業農家 3 l l 1 111 
第 l種兼業 10 211 6 1 112 2 5 
第2f理兼業 36 217 12 11 113 313 20 511 
非農家 5 1 2 2 2 1 1 
生 エネルギの補給 4 111 2 1 
活 14:を{木める 11 316 111 111 513 
ノ¥
の うij 働 16 213 414 112 213 61311 
ヨRメωJ 余暇生活 13 111 714 219 
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12 111 118 312 2 
118 111 513 2 
1113 116 711 
119 211 715 
1 111 
3 3 
9 1 412 212 
4130 112 3118 13 5 
112 111 115 
312 213 1 
111011 61411 
1114 111 617 3 
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